
高
血
圧
は
、
原
因
が
不

明
な
本
態
性
高
血
圧
が
９

５
％
く
ら
い
を
占
め
、
残

り
５
％
が
原
因
の
明
ら
か

な
二
次
性
高
血
圧
に
な
り

ま
す
。

二
次
性
高
血
圧
の
原
因

と
し
て
は
、
腎
血
管
性
、

腎
炎
や
糖
尿
病
腎
症
な
ど

に
よ
る
腎
臓
障
害
、
原
発

性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症
な

ど
の
副
腎
の
内
分
泌
異
常

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
特
に

腎
血
管
性
に
よ
る
高
血
圧

は
、
主
に
動
脈
硬
化
が
原

因
で
、
近
年
の
食
生
活
の

欧
米
化
に
よ
り
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

腎

血

管

性

高

血

圧

発

症

の

メ

カ
ニ
ズ
ム
は
、
下
図
に
示
す
よ
う
に

腹
部
大
動
脈
か
ら
分
岐
し
た
腎
動
脈

が
動
脈
硬
化
な
ど
に
よ
り
狭
窄
し
、

血
流
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
血

圧
上
昇
ホ
ル
モ
ン
（
レ
ニ
ン
）
が
分

泌
さ
れ
る
た
め
で
す
。

治
療
法
は
、
本
態
性
高
血
圧
で
は

薬
物
に
よ
り
血
圧
を
下
げ
る
対
症
療

法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
二
次
性
高

血
圧
は
原
因
を
治
療
す
る
こ
と
で
治

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
腎

血
管
性
高
血
圧
に
は
狭
窄
し
た
腎
動

脈
を
バ
ル
ー
ン
や
ス
テ
ン
ト
を
用
い

て
拡
張
す
る
腎
動
脈
形
成
術
が
あ
り

ま
す
。

尿
酸
（
Ｕ
Ａ
）

細
胞
内
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
Ｒ
Ｎ
Ａ
な

ど
の
核
酸
や
体
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
で
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｐ
（
ア
デ
ノ
シ
ン

三
リ
ン
酸
）
が
分
解
す
る
と
、

「
プ
リ
ン
体
」
と
い
う
物
質
に
な

り
、
こ
れ
が
尿
酸
に
代
謝
さ
れ
尿

中
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。
体
内
の
尿

酸
が
増
え
る
と
、
血
液
中
に
蓄
積

さ
れ
て
高
尿
酸
血
症
に
な
り
ま
す
。

こ
の
状
態
が
続
く
と
、
尿
酸
は
結
晶
に
な
っ
て

関
節
に
沈
着
し
、
痛
風
の
発
作
を
起
こ
し
ま
す
。

他
に
増
加
す
る
疾
患
は
白
血
病
、
腎
機
能
障

害
、
妊
娠
中
毒
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

痛
風
は
、
あ
る
日
突
然
、
足

の
親
指
の
付
け
根
の
関
節
が

赤
く
腫
れ
、
歩
け
な
く
な
る

ほ
ど
の
激
烈
な
痛
み
を
伴
う

疾
患
で
す
。
こ
の
発
作
的
症

状
は
、
一
、
二
週
間
で
な
く

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
同
じ

よ
う
な
発
作
が
ま
た
起

こ
り
足
首
や
膝
な
ど
の

関
節
も
腫
れ
て
き
ま
す
。

関
節
の
症
状
だ
け
で
は
な
く
、
腎
臓
な
ど
が

障
害
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

痛
風
発
作
は
、
尿
酸
の
結
晶
が
関
節
に
沈

着
し
、
炎
症
を
起
こ
す
こ
と
が
原
因
で
す

（
「
検
査
の
基
本
」
参
照
）
。

〔
尿
酸
が
増
え
る
要
因
〕

①
遺
伝
的
な
要
因

②
食
事
ー
プ
リ
ン
体
の
多
い
食
品
（
肉
や
魚

類
な
ど
）
を
食
べ
過
ぎ
る
と
増
え
ま
す
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
ー
飲
み
す
ぎ
る
と
尿
酸
の
排

泄
が
悪
く
な
り
上
昇
さ
せ
ま
す
。
特
に
、
ビ
ー

ル
類
は
プ
リ
ン
体
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

④
ス
ト
レ
ス

⑤
他
の
病
気
の
影
響
ー
腎
臓
機
能
低
下
な
ど

⑥
薬
剤
の
影
響

※
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
の
健
康
食
品
の
中
に

は
核
酸
が
多
く
含
ま
れ
る
も
の
が
あ
る
の
で

服
用
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

暴
飲
暴
食
を
避
け
ス
ト
レ
ス
の
な
い
生
活
を

お
く
り
ま
し
ょ
う
。
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減少または増加の場合

血液中には赤血球、白血球、血小板の

3つの血球成分があります。その中の１

つ、血小板は血液１μℓ中に約12－38万

個存在する直径2ミクロン(1000分の2㍉）

程度の小さな細胞です。血小板は血管が

傷ついた時にその傷口を速やかに塞ぎ、

止血する働きを持っています。十分な量

の血小板がないと、この止血作用が弱く、

皮膚に出血斑が出現したり、歯肉から出

血するなど、出血症状が出ます。また、

正常より多く存在すると、血栓が起きや

すくなり心筋梗塞、脳梗塞などの疾患の

原因となります。

血小板数減少：一般的には10万/μℓまで

は、症状はありません。5-10万/μℓでは

原因精査が必要です。5万/μℓ以下では

出血が起きる可能性が高く、治療を考慮

する必要があります。

血小板数増加：60万/

μℓ以上の増加では治

療を要する場合があり

ます。血液染色標本 ⇒

チェック！

実りの秋がやってきました。
この時期は海の魚も脂が乗ってきて食欲を

そそります。先日、釣りたてのチカを調理して、

チカ料理を堪能しました。フライや塩焼き、マリネも

美味しいのですが、お刺身もお勧めです。
わさび醤油で頂くのが一般的ですが、

大葉とおろし生姜を薬味にしても
違った味わいが楽しめます。

編
集
後
記

毎
日
残
暑
が

続
い
て
い
ま
す

が
、
季
節
は
秋

で
す
。
秋
と
い

え
ば
秋
刀
魚
で
す
ね
。

こ
の
間
、
青
魚
を
多
く
食

べ
る
男
性
は
糖
尿
病
に
な

り
に
く
い
と
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
女
性
に
は
効
能

が
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

ど
ち
ら
に
し
て
も
体
に
良

い
の
で
、
旬
な
時
季
に
堪

能
し
ま
し
ょ
う
。

血清UA基準値
男性：3.6～7.0㎎/dl

女性：2.4～7.0㎎/dl
7.0mg/dl以上を高尿酸血症

プリン体が多く含まれる食品

レバー(鳥、豚、牛)

アンキモ、白子、

カツオ、イワシ、アジ、えび

アルコールのプリン体含有量

ビール1缶350ml 12～25㎎

地ビール1本330ml19～55㎎

ワイングラス1杯 1.0㎎

日本酒1合 2.2㎎

焼酎 0.0㎎

← 血小板

← 赤血球


